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　　　　　　　　　　　　　　　はじめに

本稿は19世紀のアメニリ1カの住宅の発展を辿るごとを目的としている。住宅を歴

史的に見るということは色々の意味をもっと思われる。建築用地の入手，．建築資金

入手の方法，建築の方法，そして住宅での生活の方法などである。それは住宅に住

む人々の歴史であり，ある意味で社会史でありト，アメリカの場合も高級住宅，中産

階層住宅，下層階級住宅はそれぞれ上流申流，下層社会の生活史の反映である。

それらがその相互間の関係を含あで19世紀の初期から後期に至るまでどのように

変・てい・融観る・趣鰭の魎麹る場合の二づの視角である．．⑳時代

のアメリカ史を見る場合の最大めメルクマー，：とは工業化であろ5。苦獅｝‡世紀前半

期の産業革命的段階から後半期の重工業殺階へと進むのであるが，，直接駒には家の

建築方法に工業化が反映されること，間接的には住民の生活が工業化にょって変化

してくるという形で現われた。労働の条件や場所は工業化によって変ってくるし，

衣，食，住すべての分野に工業化の影響は現われた。・

　これらの変化が集中的に現われるのが都市化である。19世紀初期に全人ロの約

1／gを占めた都市人ロは1860年に約1／4に達し，世紀末に約工／3に達する。（1920年

に約1力に，1980年には約3／4を超える。）都市化は種々の要因の集りであるが，住

宅に関しで見ても都市の住宅は変化の先頭を切り，とくに東部の大都市の富裕者層

の住宅は全国⑳住宅の変化の最尖端の位置を占め続けた。大きぐ見でアめ歌滅あ住

宅は19世紀前半期の農村型住宅が支配的な姿から後半期め都市型住宅主流へ変る

のであるが，：ゴこれは社会全体が農村型がら都市型念変ヴで駆襟傾面髪背景としてお

り，この都市化傾触⑳継継爽琵濁糠羅i懸灘滅酸湖謝め牢もの重要
な分野であることは否定できないb、＜主江∫誌・マ’∵・い∵一二　：　．・r、
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　都市史の最近の発展はめざましい。’一般的通史もかなり揃ってきtF．1　i），寧タの

都市の歴史研究もかな・りの数にのぼっている。もはや整理するのが容易でない状況

に達しつつあるが，本稿は都市化工業化を中心とし㌣アメリカ人の生活の歴史を

まとめた最近の研究を要約することによって今後の研究への出発点とすることを試

みた。それは世紀初頭については，Jack　Larkin，　The　Reshaping　of　Eve，　ydaPt

L仇・1700－・1840．1988．であり，世紀中葉についてはDaniel　Sutherland，　The」鮭一

PanSt’on　of　Everyclay　LtTe，1860－1876．1989．であり，世紀末から20世紀初頭にか

けては，Thomas　A．　Shlereth，　VictOriiZn　America　；Transfomations　in　Everydey

Lφ，1876・－1915．1991．である。

　いずれもこの時期のアメリカ人の生活を扱った研究であるが，本稿はそのなかの

“住宅”の章だけを要約したものであり，他め生活の分野との関連は今後の課題と

したい。1なおこの要約は精しく紹介した部分もあれば，・省略した部分もあり，筆者

の主観に左右された要約であることを断っておく。・／”　　，　　　・

　　　〔註〕　　　t’t　　　　　・

　　1）重要なもρをあげる．とジ　．　　　．．、　・’．　　二：／．二．

　　．H・w・・u　Ch唾・・ff・鋤．　Ev・励・ダA晒鋤ρ元励S・磁か1晦

　　　Ch・・19・，・N・．　G14gP，　qpd　A，　The・d・r・，Br・町・4抵励げW頑％砿196乳

　　　Edw・rd．C　Ki・頃晒娠鋤伽6砲解・96・・

　　　㌶灘罐蕊忽鷺蕊鑑賜ス漂a・．
　　　Robert　H．　Wiebe；1・斑・二品励吻Order，1877－1920．1967．1』

　　　Maury　Klein　and　H∴A：KafitbrJ’源碗碗Of　Pm幽sごゴ∠47πθヵ肋ηIndtcsthal

　　　　　Cities．1850－1920．1976↓∴．一∴’L；二，　　　・　　　　・．1　・　　　／t

ギ　　　　　・　　　　　　　　　　∫1．　　　　．『ll．t・・　t’・．、・『∴

まずJack　Larkin，　The　Reshmping・．・of飽⑳卿・L諺，’7汲）－184a．1988．・Chap．

3．”　Comfortable　Habitations，’Houses　and’／’the　Doinestic’tEnvironrnent．　pp2　105－

144、によって19世紀初期のアメリカの住宅の状況を概観する。　　　　　．1

　この時期には専門的建築家によつて建てられた住宅に住むことがでぎた人の数は

少なかつた♂濃民や定住者たちの多対ま自ぢ自分の家を建てた。’かれらは徐々に増

えつつある職人的大工たち（1850年には20万人がいた）に指導・され，二それを見習
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〔紹介〕19世紀アメリカの住宅の歴史（小澤）

い，、層 真似ながら建築の技術を学んでいった。ほとんどが木造で伝統的なイギリスの

技術を基本・と・していた。西部や南部ではより単純でより労働を要しない丸太住宅

log”hoti’se’；Q；選ばれた。それは丸太を水平に積み重ね，隅のところは切り込みで組

み合せる方法であった。

　1830年代からシカゴでバルーン・フレーミング方式が現われた。それはほぞ穴な

どによらず，釘で結合する方式で，建築に要する時間は従来の方法よりはるかに短

かく，より小さい木材も利用できたことからより安価であっk6・：この方法は西部か

ら東部に拡がり，さらに再び田舎へ広がり，19世紀末には主流の建築方法となっ

て従来の伝統的な木造建築や丸太小屋方式はほとんど姿を消した。－t

、、19世紀初期の数十年間の家のほとんどは現在の感覚からすればみじめなもので，

東部の大商人たちのしば↓ば数万ドルを要しte・3．階建ての邸宅は例外的存在で，

1798，年の課税調査では全住宅の40パーセントは100ドル以下であ◇た。．東部のマ

サチューセッツ州などでは，かなり上等の煉瓦作りの家から，一：一部屋の丸太小屋ま

で多様であったが，一般に2～3室の家が多かった。2階建ては稀で，ほとんどが1

階建てで，・縦20，横24フィ”一ト’，あるいは縦20，横・18、フィートの広さで，3～6

の窓をもっていた。南部の家は台所を別棟にする習慣であっkことを考慮しても，

大農場の邸宅は別として，一般に小さ’かづた。1798年に6～7室の’700ドル以上の

家に住んでいた人は10人に1人であった。それらは都市の表通りか，大農場に限

られていた。都市でも一般的であつたのは1　1’～2室の，縦14フィ・1一ト，横17フィー

ト以下の広ざのテナメソート（安アパート）であ⇔た一s南部の奴隷たちの住居は都市

や辺境の最下層並みで，縦12一フィート，横15フa一ト1かち：10フィー・ト平方の広

さの部屋にしばしば2家族が住まわされ，．大農場の家庭内奴隷は離れた台所用の建

物で過すのが普通であった。　　　1　　－　．．　　　　　　　　　三

　19世紀の前半期に住宅は全国的に改良されていった。ゴその面積は広くなり・，一丸

太小屋に代って沐造住宅が増え，2階建住宅が増えた。，たとえばマサチュ・一ゼッツ

州シャーリーでは2階建住宅は1798・年の113から1832年には半分に増えた。’また

一
つの住宅に数家族が住む傾向は減った61住宅に1家族が住むのが支配的になら

た。もつともニューヨーグを始め詰大都市の労働者街では一つの家Vei72家族；）3家

族が住む傾向は強まった。＝・”般に住宅の格差カミ拡於りた㌫とぐに大都市では裕福な

住宅と貧困な住宅の差が拡がらたぶ垂8如蕪代以陶糎期間惑組鍵液る建築技術

と標準型の普及，大量生産方式と設備や家具をカタ1寮グで注文議る方式のだめ，ア
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ヌリカの住宅建築はそれまでの時期の地域による特色を失⇔て〆全国的に画一’化す

る方向に向づ克♂がってジョージ完方式・といわれた『ギリ・シャ，1ロr一マ建築の流れを

組む方法は，．独立戦争後フェデラル型と呼ばれていたが，かつては富裕者だけのも

のであったこの方式が若干姿を変えながら一般家庭に普及していった。ボルチモア

やフィラデルフィアのような大都市では煉瓦造りの連続住宅が並び始め，こユーイ

ングランドの工場地域でも12～4階建ての煉瓦造りの労働者用下宿が登場した。

　当時多かった1部屋住宅では：一’つの部屋のなかですべての家事が行われた。入ロ

から一番遠く離れた隅の炉辺で料理作りと飲食がなされ，．他の隅には寝台力ζあり，

その反対側に時計や椅子が備わった坐るための場所があった。夜はろうそくやラン

プしか利用できなかったため，炉の周りに人々が集りがちで，人々は群って行動

し，時間を過すことに慣れていた。若干富裕な家はい、くつかに分れ始め，飲食や家

内作業，ときには睡眠や料理陀も利用された広間ha11の他，　parlorまたはcham・

berと呼ばれた主人夫婦の寝室が現われた。一その他若干の分化が現われるが，子供

たちは同性同士集bて，1どきには当時かなり’しばしば見られた使用人たちと一緒に

寝るのが普通であった。宿屋ですら←つのベッドに2人寝ることは普通に見られ

た。これも富裕階層から，主人夫婦以外の寝室’bedecliamber－　’が現われ，飲食や社

交のための部屋も若干独立し始めた。そしで客用，；装飾用の日常生活から切り離さ

れた部屋も登場し始めた。．　　　　　　　　　　”　’　；’Lt．’・”’

　かつでは木片，材木，板，がらくたが散らばり，豚が歩き廻っていた家の周辺も

整備され始めた。炉の外側が外に露出し，道路は汚く，納屋小屋が近接していた

19世紀初期の一般住宅は窓のカーテンもなく，夏には蝿が群れ，’黒人やアイttルラ

ンド人の家は犬，猫の外，豚，’t家禽を飼ったため，それは悪臭に満ちていた。当時

あらゆる仕事を手仕事でこなして忙しかった主婦たちの間には残飯を豚やにわとり

に食べさせる習慣もあった。一般に大多数のアメリカの家庭では，家の周辺は労働

のための場所と考えられていた。　　　　　・，　　　　一

　徐々に北東部の家庭かち戸口や家の周辺を清潔に保ちr・　．t柵を作ってペンキを塗る

習慣が始まづた。残飯や汚物用のづぽが用意され，大量生産され始めたほうきの登

場がほこりをなくした。北東部の家の近代化が進んだ結果，1830年代ごろには北

東部と西部や南部諸州の家庭の雰囲気はかなり違っできた。南部のプランターの家

でホら遅北東部の中流家庭蕊りぱるかに時代後れに見えrfG－6’．　　　　　：　　・

　この頃のラ般家庭の変化は相当なものであぢた亘家具類，’寝台，．食器類の質は向

　202．　　　　　　　　　　　　　＿4＿



〔紹介〕19世紀アメリカの住宅の歴史（小澤）

上した。商業網の普及により，家庭用道具類の価格が下り，一般人も家庭内消費に

関心をもち始めた。冬の寒さをしのぐための炉の改良，木材ストーヴ，石炭ストー

ヴの導入が北東部から始まった。ろうそくに代って，油ランプが普及し，床や窓も

改良され，カーテン，じゅうたんが見られるようになつた。姿見の鏡が普及し，椅

子，安楽椅子も各部屋に配置され始めた。この背景にはガラス，椅子の大量生産が

あった。（標準的な椅子は30～75セントで買えるようになった。ンベヅドも藁製か

ら羽毛製に変り，ソファも登場し始めた。健康上の理由から窓は広くなりttその数

は増え，ストーヴ宅料理用，客間用に分化し，これまで暗かつた台所は料理用ズトー

ヴを中心に明るくなうた。30年代の鯨油ランプの普及によって夜も明るくなった。

高価なアストラル・ランプを備えることができた裕福な家は夜も昼間の明るさをえ

たが，これも30年代にフィラデルフィアを先頭に現われたガス・ランプは都市の夜

を一変させた。もっともこれらの変化とは関係がなかった貧困者家族も多く，tこれ

らは従来のせまくるしい部屋と暗い夜の生活を続けた。　　　　　　　　’

　高価なじゅうたんに代る“ラグ・カーペット”も現われ，安価な工場製の窓カー

テンも現われだ。これは外からも見える装飾であったことから急速に普及し，これ

も工場製の壁紙も雑貨店ゼネラル・ストアでよく売れる商品になった。壁にかける

絵も，印刷の発達とともに政治家の肖像画や風景画が現われ，鏡も各部屋に見られ

るようになった。これも大量生産のイギリスの陶器類や世界各地の印刷された皿や

食器類が登場した。大量生産の時計の普及も早く，1830年代には約半分の家庭で

見られた。職人や農民などの中流家庭ではこれらの新しい品物がすべて見られたわ

けではなかったが，その家は以前に比べて部屋数が増え，明るくなった。都市の下

層民や奴隷たちは以前と変らぬ生活を続けた。奴隷の場合はほとんど家具のない生

活であり，都市の下層民は藁のふとんでほとんど従来通りの生活であった。家族全

員が一つの部屋で，夜は照明もなく，椅子すら不充分な生活を続けた。　　　　・

　この1790－1840年の時期には，多様な生活ぶりが見られた。・若干のアメ’リカ人

は’“文明の進歩”といわれたものを享受し始めた。一方，奴隷，労働者，農民や職

人の÷部は従来と変虜ぬ生活を続けた。片や豊富化と」、ゴ片や窮乏生活の間で言生活

は楽になり裕透あ滅湊・力無1桂会はよ⑲不平等なものにな弊始透捲講惑般的庭めちの

時期と比べで1轍ヒ伺居1火嵩治助感誕家擬《但抱傾向tOS’強治麟た評一・；’t’

　　　　　・・　二’主δぷ掌．茶・で鷲蕊曇’祷蕎辮繋三隷蘂・≦一睾㌔　…　　　’

・”’…　：邸；1・☆章浮譲恒ご≡　にご．－t’
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‘

⇔いで：Daniel　E．　Sutherla血d，η已鋤砲わπof・E〃θ7ッ勿ごL諺．1860－1876．

1989∫ゴChap2．、　H皿ses，・Homesteads，　and’IHovelS．　pp．27－52、　Chap．　3：Ufe．at

HOm6↓pp．53－78．によって1860－76年の時期を見る一6　．・℃　　　『・ト

　この時期のアメリカ人の住居は前の時期の傾向を受け継いで，上流，中流社会で

は急速に近代化し，・ゴ充実しつつあった。しかし，労働者層，・下層階層では自らの住

居をもてず，・アパート，下宿，借家で暮さなければならない人々も多かった。1890

年には48パーセント（都市では37パーセント）だけが住居を’もっていた。1870

年には貧しいヨーロ「ッパ移民がまだ流入していなかつたので，そのパーセンテージ

はより高かった、と思われ・るが，それでも持ち家がない人の比率は高かった。1870

年代に中心的存在であった中流下層の年収は・7SO’r2000ドルであった。家の価格は

住人5人程の2階建てで5000iy．1万・ドルであ一った。年収2500～8000、ドルの層の

人々は楽に家を建てることができたので；・1’こ、の人たち向けの建築に関する雑誌が

60年代，70年代に氾濫した。年収2000’ドルの人で蜷ブルヅグリ・ンに2階建ての家

を建てることができるどされた。バルーン・フ・レー亀浅式の家はか捷が安価になって

いた。工場製め釘を使いヂ製材所で作った桁，柱，梁，たるきを使うこの方式は，

従来の職人による本格的建築より40パーセントも安価であった。半ばプレハブ式

で鉄道，蒸気船で運ばれたことからメール・オーダーでも注文でき，’数百ドルのも

のも現われた。．

　1860－70年代のアメリカの建築様式は多様であった。古いギリシャ，ゴシック

様式からルネッサシス，フランス，．イタIJ’ア，アジア，ムーア風までの行列であっ

た。“けばけばしい”と批難された渦巻模様や多くの色が使われるが，当時の典型

的な中産階層の家は，パブリヅク・ルーム，個室，仕事部屋に分れていた。パブリ

ッグ・ル⊆ムは客間．（パ’一ラー），家族用の部屋，食堂，ホール・ウェイ（入ロの廊

下）に通じていた6個室は普通2階にあって，寝室，．浴室；便所であった。’仕事部

屋は台所ジ食糧貯蔵室，地下室であった。もづとも高価な家具や調度品が置かれた

フロント・パーラーは客間用に使わ2Z，彫刻されたテーブルや本棚，ガス・シャンデ

リア，ゼァノが備えられ，絵や花瓶でかざられていた。’食堂はフロント・パーラー

に次ぐ正式の部屋で，家族の人々はセコγ・ド・パーラー（バック・パL’ラ’一’とも言っ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　〔紹介〕19世紀アメリカの住宅の歴史（小澤）

た）うで、日常を過しtG’。・そこには各種の椅子があり，新聞，雑誌や遊び道具があっ

た6i一寝室はべ｝ヅドと便器と洗面台を備え，とくに婦人にとっては自らの部屋であっ

た。一この頃の寝室は窓を二つ備え，’清潔になったが，まだ浴室のある家は少なく，

水道がまだ普及していないので熱湯は台所から運ばなければならず，土曜の夜に入

浴する習慣はまだ定着していなかった。排出については，下水設備が・70年代に大

都市の一部に見られた程度であったので，昼間は戸外の便所へ通い，夜は携帯便器

を使うのが一般であった。石炭ストーヴは60年代に中産階層の標準的装備品にな

っていたが，台所の料理以外にはバック・パーラーに一つ入っている程度が多かつ

た。家具は工場製が支配的になってきていた。上流階層は伝統的な職人の作った家

具を使い続けたが，中流階層では工場製の各種の新しい家具が使われ始めた。ベッ

ドに転換できるソファやテープルに転換できるベンチなどが登場してきた。リクラ

イニソグ・チェア，折りたたみ椅子，P・ッキング・チェア，廻転椅子などが家の内外

に配置された。台所も変った。南部では別棟に，西，北部では地下に配置されてい

た伝統は崩れ，1階のパブリック・ルームの後へ移動した。地下室は洗濯室，貯蔵

鼠使用人の居所になった。鋳鉄製の料理用ストーヴが，・むき出しの炉に比べて時

間と労力を節約した。　　　　　1’一　．　　　　　　　　tt

　レンジが食物を焼いたり，蒸焼にしたりtr煮る仕事をしただけでなく，洗濯，入

浴，掃除用の湯を沸した。屋内に水道施設が導入されたところでは温水設備も生れ

た。木製の㌃錫か亜鉛で内張りした“冷蔵庫”が普及し，氷の供給組織も生れた。

錫製の台所用の汚物溜めも普及したが，「．これはまだ人が屋外へ運んで処理しなけれ

ばならなかった。その他当時の台所は仕事台ピ少数の椅子，．ゴミ！？ミケツ，食器棚

があり，棚には食料品を混ぜたり，保存するための土器，木器具，鍋やフライパン

などの鉄製品，焼くのに使う錫製品などが並んでおり，香料やひょうたん，ときに

は肉が天井や壁にぶらさげてあった。貯蔵室にも（まとめ買いした〉小麦粉や砂

糖，保存処理をした果物，野菜や缶詰が並んでいた。

　農家には色々の程度があった。2～8の部屋をも6た2階建ての家は都市の店員

や小店主と同じような暮しであった。もっとも家具類はより粗末であつた。，Mぐつ

かの先祖伝来の家具や一つか二つの工場製の家具のほかは荒けずりの家具で，食事

は台所でなされた。客間か居間かどちらか一つしかないのが普通で，客間を備えた

場合，家族全員が台所で生活することになった。照明ぱ石油移シプで，浴室や便所

があるのは稀であらた61貧・し勝人安の間では，都市の㊦層民⑳場合にも見られた

一
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が，、手製㊧丸歳造りの家も’多かっ稻。：鉄道が利用1でiきた場所では木材や建築資材が

運びこ警れたためダ伝統的な丸太造りの家が少なくなったがピそれ以外の地域では

まだ丸太小屋が主流で，カソザスやネブラスカでは芝土の家や穴蔵式の家も多かつ

た。これらは安価で手軽に作ることができたが，雨もりをする場合が多く，一般に

暗く，むさくるしくて一時的使用のものが多かった。

　さて都市は人口が増すにつれて騒がしく，混雑し，汚く，危険で住むのに費用が

かかる場所になってきた。普通の連続住宅でも家賃が1年に数百ドルになり，土地

価格の高騰のため，都市内に住宅をもつことは富裕な人々にだけ許されるぜい沢に

なってきた。4人家族が2エー功一の土地と広い家を6000ドルで買える郊外へなぜ

移らないのかと多くの人々が考え始めた。“混雑した通りで狭い家に住んで，広い

空も，目没，夜明けの地平線も見えな’くなリジ草の生えた芝生もジ波うつ木の葉

も，香ばしい花の堤もないよりも”；・郊外で住むぼうがどれぼど快適であろう。昼

間の激しい労働のあと，夜は“休息の港”で過すことが流行し始めた。建築家たち

は自然と家庭を調和させる工夫を始めた。窓は大きくなり，・数が増えた。たれ下る

植物，苔，鉢植の羊歯などが登場し，鳥の巣が作られた。・ポwfやヴェランダが大

きくなり，そこには滑り台，ぶらんこ，安楽椅子などの家具がおかれた。1夏にはポー

チで食事がとれる用意がなされ，虫よけの網も登場した。’都市の人々もこれに影響

されて公園を求めるようになった。ニューヨークのセソトラル・・“　“クやフィラデ

ルフィアのフゴアモント・パークに刺戟されて，各都市で公園作りが流行した。工

場製材所，鉄道などの地域と住宅地域が区別され，商業，金融の中心地“ダウ

ソ・タウソ”も生れ，一片や下層階層の住宅地域としてスラム街が形成され始めた。

上流，中産階層はますます郊外へ移っていった。都市の階層別分化がすすんだ。

　都市内で住み続けた人々はより窮屈な住居で辛抱しなければならなかった。連続

住宅が大都市に拡がった。高くて，入口が狭く，同じ家が立ち並ぶ“本棚の本のよ

うな”家の行列が延々と拡がった。その欠点は階段が多いことと閉所恐怖症的な配

置であった。下宿も増えた。19世紀には全国民の70パーセントの人々が人生のあ

る時期に下宿住いを経験したといわれる。都市の20パーセントの人々が下宿人を

おいていた。．下宿人の主流は独身者や結婚して間がない人々で，下宿を営んだのは

女の人たち，とくに寡婦たちで，高級から下級までさまざまな住宅と設備でこれを

経営じだ。・、．　　一　｝・・’t’一’！ニパ　　凸’1・　：・・㌶t・　・1　：’一ら　　　：，ぺ・　一　ご

’；上の両者め中間的存在定1してア〆一トも急成長した⊇南北戦争前から若干見られ
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〔紹介〕19世紀アメリカの住宅の歴史（小澤）

たこの方式は，60年代以降ニューヨークを始め，、各大都市で急成長した。当時は

高級なものが多く，一独立した家庭生活を享受できたこの方式は連続住宅の上流並み

の出費を必要とした。より下層で1はテナメント方式が生れた。郊外へ移住したあと

の中産階層の住宅を1～・2室のアパートに改造し，新移民や貧しい人々が利用した。

その周辺の通りはまもなくゴミや灰で埋まり，ニューヨーク市を先頭に清掃事業が

始まるが，それは必ずしも普及しなかった。狭く区切られた1～2室に大家族が住

み，大ていは水道，ガス施設はなく，そのうち階段や床は崩れてスラム化していっ

た。上品な市民たちはこれらの地域を“貧困，みじめさ，物乞い，凱餓，犯罪，不

潔，好色”の泥沼として避けるようになった。

　鉱山地域，せん維工業地域などに会社の規制下に工場町が生れた。かなり清潔に

作られたものもあうたが，せまい通りや荒涼tcる山地に貧弱に作られたものもあっ

た。労働者の持ち家を奨励した会社もあったが，多くはひどいバラックの行列が多

かった。　　　　　　・　　　　　　　　・一・

’・
JII．

　世紀末については，Thomas　J．　Shlereth，　Vietohan・　America　：Transfom泌tibns

in：Ev．eZyduy　L旋，1876－1915．1991．　Chaps．3．．　Housing．　pp．　87－140．による。

　19世紀後半期にアメリカは住宅建設ブームを経験した。富裕者のクィーソヤアソ

型邸宅からオクラバマの田舎の掘立小屋に至るまで，ボストンの3階建てのアパー

トからバンガロー住宅まで，一連の新しい建築様式，建築の方法，建築材料が現わ

れた。住宅用建築は全建築の60パーセントに達した。

　三つの新しい住宅の型，アパート，芝土家屋，バソガローが現われた。いくつか

の新しい居住区域，市街電車郊外，エスニヅク住宅街，インディアン居留地が現わ

れた6建築融資協会，メール・オーダー式融資，不動産販売業が新しい住宅の購入

法と販売法を生み出した。増えつつある肉体労働者層ホワイト・カラー労働者層

が郊外住宅に住むことができるようになうた。下宿あるいは借間に住むか，テナメ

ントあるいはアパートに住むか，いずれにせよ都市の住民の多ぐは集合的住宅に住

むようになった。鉄道と市街電車の発達によ坑アメリカ・の都市，小都市はだんだ

ん分離され始めた。。、家の大きさやその所在場所力§社会的成功度やそ熊淀たいする憧

れのシンボルであ獄C迄が意識され，；・目に見えるよ籏にな栖憾きた。富裕な人々は
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　　．㌦　：一㌧㌧・、：三レ：1・．…ド∵　…「・’・・ト

クリピヴラン艮㊧演づ㌘リ砂ド通りの愈うごにかれらだけの通りに住むようになり，’

シ、エカご豊吟、イ纏のよう’なギ・リb－．ドの郊外に住んだ宙一方，「労働者階層の居住地は

それとわがる形状をとり始めた。・　　　・一”“→t』・・“一一・．　　．’・’・”

そしてアメリカの家はその大きさや位置の違いや住民teちの富裕度や仕事の種類

に拘らず，その内部が変った。ホールや台所，客間などの場所はこの時期に何度か

変った。浴室はまったく新しくなった。ポーチ，芝生，庭が広がったことは，家の

維持と家庭内のリクリェーションに新しい習慣をもたらした。

　農村の家
　普通の農家としては・1型（各階2部屋，2階建て）、が中部大西洋岸かち，南部北

部およびユタ州までに見られた。十字型（4－・8部屋〉はこの時期にポーチがつく

ようになったが1全国各地に見られた。その他ヅーヅいガソ型（矩形）；フォア・

スクェア型（正方形），ホームステッド型が，かなり立派なものから貧弱なものま

で見られた。多くはイギリス農村型を源どしたが，ショット・ガソ型は西アフリカ

から黒人大工によってもちこまれたものであった。南ミネソタからテキサスにかけ

てソッディー（土の家）が見られた。一つの部屋，．一つの窓，一つのド」アで壁も屋

根も土で塗らtt7e。東ヨー．Pッパが起源であった。ソッデゾでに住む前一時的にダ

グアウトが利用された。渓谷や丘の側面に掘られた四角の穴の家で，料理ば普通戸

外で行われ，ときに陥没するという危険なものであったが，その安価さのゆえに数

は多かった。　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　都市の家
　都市の安価な住宅はコテッジと呼ばれたC労働者コテッジlaborer’s　cottageと

呼ばれたものは600ドルからあり，’より安価なものであっだが，いくつかの型があ

り、，アソ・クィー一ソ型と呼ばれた上質のものは7室を具え，1900ドルを要した。．一

般に労働者は個人住宅を望み，1890年から1930年に全国の都市で個人住宅に住む

人の比率は56－80パー，セントであり，3家族以上が住む集合的住宅が20パーセソ

トを超えた都市は稀であった。・労働者のコテッジ型住宅はとくec　80年代以降，建

築雑誌，住宅計画法，メール・ナーダー・カタログで広告された。これらを売り出し

・だ会社は．“原型’tを示じ元「一挺れを註文■る火が若干の修正の註文をつけて家のブラ

シが決め、られた6価格は5001ドソレがら，3qoq・ドノレK2部E’＆　12部屋）で，’‘’シアー一ズ・
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〔紹介〕19世紀アメリカの住宅の歴史（小澤）

ローバーy・．ク・アンド・モソーFゴメリー・ワード社の他いくつかのそれを扱う大会社が

現われた。註文したあと買主は郵便で建築方法や保証書を受けとり，材料は鉄道で

届けられた。実際の建築は3万ほどの部品を組み合せることで，手間は従来の大工

の仕事の半分位であり，素人でも組み立てることができた。この“イソスタント・

ハウス”は20世紀に入るとバンガロ・・一と呼ばれる型が主流となり，この流行は

1920年代まで続いた。，この型は中産階層，労働者層の住宅の主流となったが，そ

の特色は広い，勾配の：ゆるい屋根と広いポーチであった。かつてのホールやパー

ラーは姿を消し，．リヴィ1ングとダイニングが一つになってきた。この型は元来ロサ

ンゼルスで流行し13ものが東部へ逆流したものであった。

　郊外の発展　　’㌧　　t／、．　　　　‘

　1830年代の“歩く都市’t’、は変化して，世紀中葉にぱ鉄道郊外の時代が現われた。

初期のニューヨーク市のブル．ッークリシや久タテン・アイランドなどのフェリー郊外

が上流・中流階層の住宅地となる傾向は鉄道駅を中心とした鉄道郊外を生み出し，

この両者による郊外時代が一応188ぴ年代までにでき上つた。郊外に家を建てるの

に必要な出費と当時はまだ高価であった通勤運賃’（と通勤時間）のため，．郊外は最

初富裕者の住宅地になっていった。エレクテチック・マソスと呼ばれた広さと深さ

と拡がりを兼ね備えた，富と成功を象徴する邸宅の列が並び始めた。’それrらは徐々

に家族員のリクリェーションと休養の場所としての性格を強めていった。この郊外

住宅地域には低所得者層も必要であっだ。女中，女家庭教師，・洗濯係∬庭園師とし

て働いだ人々は，鉄道駅の周辺に住んだ。それをとり巻f〈形で富裕者たちの家カミ並

んだのが鉄道郊外の典型的な姿であった。一この鉄道郊外と都心部を埋める形で市街

電車郊外が発達した。そこは質素なコテヅジやパンガPt　’一型の住宅の地域となっ

た。、そしてそこにはアパートも数多く現われた。二a一イングラソド地域に多かっ

たトリプル・デッカー型はその典型であった’。それは各階｝C　1家族が住み，優雅と

はいえないまでも広さにも余裕力：ある住宅街であった。南カリフ才ルニアにはバン

ガロー住宅地が，その他の地域にはホームステッド型などの住宅地が現われた。

　労働者たちが自ら住宅街を作り出した場合もあったが，会社町d　OinPdny　’；town

も各地に生れた。シカゴのプルマン市に代表されるように会社経営者が管理したも

のが表かっteがil’t，プ必否プ型住宅を利用したも⑳顕多か響た。き楡ンデォ1アシ居留地

が定着す薮をどもにパ灘の手に裏るインディアシ住諮地樵荘が行われたピこれは
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学校ii’、教会カミら，；’・’i’食事供給に至6．・kで白人の管理によったものが多かったがt一イソ

デ湾ス彩だちは先祖伝来の自分だちの生活の方法匿固執じ，ミ三重生活を行つた場合

が多かちだ。二一　　　　一F・　．ttL””・　パ　・’・　・」4「○‘‘：・”：：　t’「：…：二　t1　’：－t：

　建設請負業者，分譲地開発業者　　　　　　　　　　　　t，

　バルーソ・フレーミング方式は住宅建設請負業者と開発業者を生み出した。従来

の伝統的方式に代って大量生産された釘で標準規格の柱，梁；たるきをつなぐ方法

が主流となり，労働力と材料費が節約されて建設費用は半額に近くなった。大工は

入札によって住宅建設を請負うようになつた。石工，左官，煉瓦工，ペソキ屋，そ

して1880年代以降は配管工（熱湯，暖房），電気工などがその下請として働いた。

木工作業は初期は蒸気機関，のちにはモーターを動力として現場でばな｝〈，製材所

で行われた。3皆4軒の家を請負う’小規模業者も多かったが，数千軒を請負う大業

者も現われた。広告が大規模にな玩．価格競争も激化した。持ち家指向は富裕者層

から中産階層，そして下級階層へ拡がり；．黒火系t・1・ヒスパ苧ック系，アジア系を除

いて社会の全階層がそれぞれの資力に応じだ家作り，に参加したδさにのため詰悲惨な

ほどの住宅資金作りの努力が下級階層では見られた。ごご∵ぶぷ、

　建築融資協会

　B＆Ls（Building　and　Lodh．・・Associations）として有名になる建築金融組織が登場

した。・家の希望者が月々積み立てをし，一定額を支払い，建築計画力§でき上ったと

ころで建設し；残額をB＆Lsが融資する仕組みであった。これは家の希望者に

郊外の土地を斡旋し，家の建設計画を教え，そして融資した。この制度を利用した

のは定額の収入があづた熟練労働者層であった。収入額が安定しない日雇い労働

者，t時雇い，農民たちet－・一般にこれを利用できなかった。この制度は19世紀末

から20世紀に大成長するが；トラブルもともに増えた。’かなりの中途破産者（た

とえば1890－94年にカンサスだけで11’万人が破産した〉が生じた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　、．
　下宿，貸間制度・　一　　　・　　　　　　　　、　　　　　’・

　19世紀にはかなりの上流住宅でも下宿が見られた。中流階層では寡男や寡婦が

じぱ穆ば下宿人をおき∴若巨男女が下宿する臣盤ばぞ般的風潮であった。、労働者層

は副収入をえるため部屋を貸した呪食事を供L苦一世紀末にはこの傾向は広‘ま
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〔紹介〕19世紀アメリカの住宅の歴史（小澤）

り，多くの労働者の妻は下宿人の食事を作ることで副収入をえた。1夜20センート

から’40、セ：v’　．1｝トの安宿も増えたぷざこ寝でつめこまれる方法で，不潔な寝具で間に

合わされ，’時間別の交代制のものもあった。冬だけ開業するものも多く，一時的，

移動型のものもあったが，いずれもかなりの収益を挙げることができた。

　テナメソト（安アパート）　　　　　　　　　　一

　倉庫，工場，醸造場，一般の工場が南北戦争後の時期に複数の家族の住居に利用

された。これらの建物を壊したあとに新しいテナメンドが建てられた。これらを一

括して説明するのは難しい。テナメントとアパートという語はしばしば混同して使

われたが，いずれも3家族以上力触立して住んだものを意味した。これらは郊外や

小都市にも見られたが，一般に個人的な衛生施設をもったものがアパートと呼ば

れ，共同の配管施設をもったものがテナメソト・と呼ばれた。テナメントには，大都

市の申心部に，のちに商業もしくは製造業に利用する前にチー時的利用のために投

機業者にようて建てられたものカミあった。1部屋か2部屋単位で貸し出されるこの

方式はとくに犬都市で労働者たちや新しく到着した移民たちに利用された。その不

潔ざと混雑が非難される雰囲気のなかで；ユ879年にニューヨーク市で地主側と借

家人の双方を満足させるテナメントのモデルが公募され，地主側の7パーセン，トの

利廻りと借家人側の適度の照明，・防火，換気，衛生の要求の妥協としてジ土一ムズ

E．ウェアの“ダソベル”方式が採用された。4～6階建ての100フ・イードと25フィr

’トの矩形の建物に2本のエア・シャフトがついたこの形式は，現実には換気，防火

が不充分で，ゴミの山と火事の頻出を招いたが；’”当時としては一応地主側と借家人

側を満足させたこ，とから1901年に州令によって禁止されるまで続’V・た。

　も’oともこれはニューヨークのイ’r．スト’サイドだけに見られた方式で，，t同じよ

うな3階建ての各種の多家族用住宅が全国の各都市で見られた。tL’t’t’　’t”［・

　アノぐ一　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’．　　、；・J一

　南北戦争直前ボストンで始まったフランスから伝わったアパートは，戦後アk．．

トメント・ホテルと呼ばれ，大食堂，ルーム・サーヴィス，蒸気洗濯機㊨縁1ドを備

え，ホテル並みの設備を誇ザたcさ：ら：に熱湯，裕室s，’台所，鉋電話を備え，ご80年代

9こは電気の照明などが導飛鋤悩罰嚢初ぱ櫃触翻奪蹴透鯵送漉気峰まるiレベー

ターの導入は高層化を可能に危舞世紀羨匿減2ぴ階繧達陽三中産階層の女性たちの
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憧れの的どなったb：よこり程度の低いアンミ⊆．ド誌現われた↓メ寧ドのサーヴィスのな

いジ1室がら缶4室のものが各都市の市街電車郊外に並滋だ諺世紀の変り唱ごろか

’6・1一室の，折りたたみ式のべタドや組み立て式の家具を備え，’包装：された食品類や

簡単な料理に頼る機能的な，小さな台所を備えた新型のアパートが西海岸から登場

し，東部地方へ拡がっていった。

、水と廃物　　　　、：　　　　：・－t　∵　’　　　　　　　　　　　　　　1

　1915年ごろには中産階層の家は迷路のようなパ’イブ，電線，送水笥ケープル，

導管，本管に繋がれていた。熱，光，動力，下水処理などは新しい公益事業に頼る

ようになり，家庭生活の内容も変化した。貧しい人々より金持ちたち，農家より都

市の住人，南部や西部の人々より東部の人々がよ’り早くこれらの恩恵に浴した。．

1870年代には新鮮な水を家庭内に運びこむ仕事，・汚れた水や生ゴミを家の外へ運

び出す仕事は女の人や子供売もの日課であつた。：もっとも1・915年になっても家庭

内に水道施設をもたない農村や都市の家庭は多かつだ。∀農村家庭では水路やタシク

や雨水桶からバケツで運んだり，井戸がらポをプで汲み出じたり，IAM車によるタン

クから運んだりした。都市の人々は水運搬車，テナ丸斑トの庭め給水ロ；1玄関の蛇

ロなどから水を手に入れた。　　　　　　　　　　　　’t“～　1’　／’　，

一’ 消費者の要求よりむしろ公的な健康上の危機が水道施設を発展させた。．1790年

代の黄熱病の流行がフィ・ラデノv’1，フィアの水道施設を始めさQr7cが，1870年代まで

に大都市はいずれも何らがの水道施設を備えていた。田舎の小都市はいずれも丘の

上に給水塔を備え，木製，鉄製，『鋼鉄製のパイプが各家庭に通じていたe’

　下水設備はかなりおくれた。1850年代まではそれはほとんど見られず，1880年

代に暴風雨時の排水から改良が始まった。清掃業者や農夫と便所からの排出物を処

理する契約を結んだ人々もいた。裏庭，表通り，暴風雨用の排水路，空地に汚物が

放置されている場合も多かった。都市の住宅に水洗便所が導入されたことが事態を

悪化させた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍍
　熱と照明’
　19世紀を通じてアメリカ人はその家庭を暖め，料理をするためのさまざまな方

法を検討した。1840年代に現おれだ鋳鉄の蓉間用め穴ト三己ヴと台所のジンジは世

紀を通Eてさまざまめ発展をし竃辺境地方惣ま暖房のためマメ科ゐ茎，弐病・
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〔紹介〕19世紀アメリカの住宅の歴史（小澤）

コシの穂軸から牛の糞まで燃料に適したものは何でも利用された。のちにはこの地

方にも石炭が運ばれるよ、うになったが，・東部では早くから無煙炭か渥青炭が利用さ

れた。かなり・ストーヴが普及したにも拘らず，オハイオ河，、ミズーリ河以北に住む

アメリカ人たちは，20世紀初頭まで11月半ばから4月半ばまでの間室内でも寒さ

を辛抱しなければならなかった。台所や客間にはストーヴが入っていても，それ以

外の部屋や3階以上は寒いままだった。従来中産階層のものであったセントラル・

ヒ’一’：ティソグが労働者階層の間にまで拡がったのは第一次大戦後であった。洗濯機

が地下室に登場するのも同時期であった。19世紀を通じて月曜日Lは女の人すぺて

が恐れた洗濯の重労働の日であった。裏庭，洗濯室，裏玄関，台所などで女の人が

洗濯する姿が見られた。徐々に地下室の洗濯機の時代が訪れた。　　　　　　し

　照明も南北戦争後，徐々に改良された。ガス，石油，、電気などの技術が導入され

ていくが，農村では各種のろう‘そく，各種の油のラソプが使われ続けた。灯油ラソ

プの時代のあと，ガス・ランプ時代がくるが，これも大邸宅や街路から始まった。

1879年のエジソンの電灯の発明のあと，ガス灯と電灯の競争の時期を経て20世紀

へ入って電灯だけの時代に入っていった。ガスはストーヴ，レンジ，湯沸器でも使

われた。灯油は店で買わなければならず，石油，木材は配達が必要であった。ガス

と電気は一度配管すればあとはその必要がなかった。電気は煤が出ず，換気の必要

がなかった。家庭生活は変化した。電気，水道，下水設備，電力などは公益事業に

頼ることにな・坑“組織”が家庭内に入りこみ，’同時にどの家庭にも同じサ“ヴX

スが導入きれるという均質化現象が生じた。、ホテルやレストランで始ま．った近代生

活が各家庭に普及していった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　家の空間，広間と客間・　　　　　　　　　　　　　’　　∵

　19世紀後半期に標準的な家の間取り1が変化した。とぐに広間ha11と客間par－

Ior・が変化した。70年代は広間ど客間の時期であった。広間は表広間front　lhall

と裏広間back　hallに分れたが，これは家の前半部の客を接待する表の間と後半

部の家族員の居住区とに二分されていたことを反映していた。表広間には当時独特

のhall　stand．（帽子∬上衣，傘の置き場所）名刺受けなどが接客用に備えられ，

それは家のなかの一番豪華な客間parlorへつながった。・そこには装飾用の家具や

炉が備えられ長馨の上に檬董品が並べられた6k流云申流◎家庭⑰陸席順などかな

りの儀礼が見られ始めた。移民の家や農家でもそれなりに表の間を備えようとする
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努力がなされた。’ダグア1“’　IF住宅ですらオルガシや磨がた棚で部屋の一部を客間に

，しま壼ピ職う努力がなされた。eの接客を重要視する傾向｛t家族員の生活を犠牲に

する面があらた。客間はたまにしか使われず，家族員ほ裏め；「t暗い，r粗末な部分で

生活しなければならなかった。1880年代のグレンジャー運動の一部として，形式

ばらない家が唱導され始めた。90年代には建築家，ジャーナリスト，社会改良運動

家たちも客間の廃止を唱え始め，代って衛生的，機能的，単純な居間’1iving　room

を中心とする家がもてはやされ始めた。接客よりも家族員の居心地の良さが重要視

され始め，“進歩的家庭”とされたこの方向への転換は20世紀初頭まで続いた。’

　この背景には工業化の成果が家庭生活にとり入れられていった結果生じた変化が

あった。牛肉が安価に買えるようになb．たことから食事の中心的存在となり，食料

加工と冷凍輸送の発展の結果，果物と野菜がt年を通じて利用できるようになり，

このような食生活の変化は能率的，衛生的な住居環境を可能にした。

　そして個室などの形で家族員の独立した生活が実現し始めた。労働者階層でも部

分的ながらこれらの変化が受け入れられた。、∴

　台　所’　　…　　　　　　　　　　　　　　　∵t　’tO・　　・

　これまで家の背後にあった暗い，せま苦しい台所は，より陽のあたる，機能的な

場所に変っていつた。従来め鋳鉄製のストーヴやレンジは，より小型の，軽い，鋼

鉄製に変った。温水ヒーターも登場した。配達される氷によるアイス・ボックスも

80年代に普及した。従来の棚に並んで悪臭を発していた保存食品類が姿を消した。

　浴室と寝室

　第一次大戦後，浴室は浴槽，流し口，トイレットをもっだ特定の場所に発展し

た。それまで浴室は地下室，台所，物置小屋，ときには寝室と色々な場所を移動し

て廻つた6便所は初期には一般に戸外にあり，排出物処理の方法，水道設備，下水

設備の改良とともに徐々に戸内に入り，’浴槽とトイレッ，トが一つの場所に集中され

る方式にまとまっていつた。労働者階層の多くは個室の寝室は利用できず，トイレ

ットは自宅内にあるが浴室は共同，あるいはそδ逆という場合が多かった。寝室は

各階層によ6てさまざまであっ一たが，たとえば子供部屋は，“中産階層の場合，従来

のゆりかごに代る木材ある1じ・は金属のべヅ・ドヂ采供用め椅子，子供部屋らしい壁紙

をもうた独特ゐ部屋に変つていつ、た6－－．・…’・三：・二・．tttt　　　　　　，，　’：．ン
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〔紹介〕19世紀アメリカの住宅の歴史（小澤）

⇒ 日常の家事労働　、・　・一、、　　　・、　．　　、　、．：

t一当時の家事労働は，1まだ家庭内召使が広く残っていたことからわかるように，か

なり多かつた6石炭を室内で利用したごとから，煤や燃えがらの掃除を日常的にす

る必要があったが，年に2～4回の大掃除も必要であった。・石炭を使うことはその

火起し，灰の除去，石炭運び，スト‘ヴ磨きを伴った。廃物，屑物，洗い水は人手

で戸外まで運ばなければならず，掃除も週2’1回は欠かすことができなかった。その

他パン焼や料理も加わって，当時の主婦はかなりの肉体労働を負担しなければなら

なかったC80年代の・じゅうたん掃除器の導入をきっかけに，・機械化が家庭内の労

働を徐々に軽減し始めた。70年代か‘らペンキ塗り・が普及し始めた。家全体は4～6

年に1回∫部分的には毎年ペソキを塗：りかえる習慣になっていく。，ペシキ製造業の

発展とともに，多様な色のペンキが登場するようになり，アメリカの住宅の外観は

一変するが，・これは一面では家事労働に一分野が増えたことを意味した。

　家の外側tt．ポーチ　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『‘

　18世紀以来の南部の家の伝統であったポーチが19世紀後半期に全国に拡がっ

た。それは家の外と内の境界地域として，子供の遊び場所，老人の憩いの場所とな

一

り，植物でかざられ，鳥かご，1揺り椅子，、パンぞックが置かれた。

　芝生と庭園　　　　　　1　　　　　　　・　　　　　　・．－

　1870年代に登場した芝刈機は家の前面に芝生を植える習慣を普及させた亘芝生

の普及はクロケットを流行させ，また憩いの場所としてそこには鉄製の椅子や長椅

子が置かれた。花壇も色々な形で登場するが，キャベツ，トマト，いちごなどの家

庭菜園も流行し，．それは労働者階層では実益も兼ねたことから不況時pe流行した。

農村部では芝生よりも木を植えることが流行し，「都市部でも各地で植樹クラブが生

れfe6L”これには当時各種工業が自然を破壊していくことにたいする反擾の意味もあ

つたピ：Z・ξ云三、一　・・一　’　　1，’　、・”」　，．　　　　　’　．’・∴・㌧1蕊

　　〒一一二’三，≡ボ・．　，’1］「・、．・　　　　　　　・：「　　　　　’、∵　：シバさ日、・　1．：ltf；

　・．　．’」バ、バ巳ギ…：㍉・r：　ま1と・め”．　’已三パξに／’t“・て露：○、．r

　以上19世紀の初期南北戦争直後の時期；こ泄1紀転換期の住宅の概要を見て，そ

のなかから大きな傾向を読みとりたい。’
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　第1に，農業社会から工業社会への変化が，徐々にではあるが明確に読みとれる

ことである。：”農村人ロ、に比べて都市火日の比率が高《ならていく燈・とから，都市住

宅が主流にな紗縮やくわけであるが戸直接的に建築の方法がバル←之る：ヲレ←・ム方

式の発達によって」従来の大工や農民の手仕事から大工場のなかでの建築の方向へ

進んだことは，その単価を安価ならしめただけではなく，合理的，機能的な住宅建

築，そこに住む人々の省力的，合理的な生活の方法において決定的な意味をもっ

た。1家族が独立の家屋をもつ傾向は着実に進んでいっ」tc。世紀前半に見られた数

人が，1部屋で過す習慣は貧困者層を除いては姿を消し，子供までもが個室をもつ傾

向に変ったし，下宿や貸間もアパート方式に変ったb水道，下水道，石炭ついでガ

ス，’ 電気の導入，食料調達の方法を含めて料理の方法が変ったこと，一それらから生

れte家事労働の減少が以上の住宅近代化の背景であった。世紀中葉に見られた客間

重視の風潮が家族員重視の風潮に変っていくのも全般的な生活水準の向上が背景で

あろう。

　第2に，世紀前半期にはまだそれほど明確でなかった階層別の住宅の差がはっき

りしてきた。上流階層のマンション，中流家庭の一戸建住宅，下層階層のテナメン

トなどの差は決定的なものとなっていった。これはアヌリカ社会の各階層の発展を

そのまま反映したと考えるべきで，工業化によつて富を蓄積してい6た層，・工業化

のなかで新たに必要とされた各種専門職を担当した中産階層の登場，そして工業化

とともにますます必要とされた労働者の大群，そしてそのいずれにも入れないで社

会の底辺に沈澱していく脱落者層のそれぞれが自らに適した住居；「生活の型を作り

出していったのであうた。　　．ご：も　　　∵　　　『∵　t／．　1　　・　　　．1’”　t

全体としては，地域的，階層的差異を含みながらアメリカ社会の近代化が進むの

であり，一般に富裕者が先導して貧困者がこれに続き，北東部力洗導しで西部，1南

部がこれに続き，都市部が先導して農村部がこれに続いたのであったが，1これらの

間の差異は依然として残り続けた。とくに都市ではますます富を蓄えていぐ富裕者

層と，社会の底辺にとり残され，生活を改善することができない貧困者層との差は

きびしいものになっていった。これは郊外化，地区別の住み分けを必然化するので

あり，現在アメリカの都市問題の原型がすで彪この時期に形成されていたと言え
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